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 第６節 学びと子どもを育む環境の整備 

 

        １１１１    学校学校学校学校・・・・社会教育施設社会教育施設社会教育施設社会教育施設のののの復旧復旧復旧復旧とととと整備整備整備整備    

 

  ○ 震災で被害を受けた学校施設の復旧・再建を急ぎ、児童生徒の安全・安心な学校教育を確保

します。 

  ○ 社会教育施設の復旧・再建を図るほか、社会体育施設を整備し、市民の生涯学習活動の支援

やスポーツ環境の充実に努めます。 

 

 

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

学校・社会教育施設の復旧と整備

集中復興期間以降集中復興期間

学校施設等の復旧・再建

社会教育施設の復旧・再建

社会体育施設の整備
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重点事業１ 学校施設等の復旧・再建 

［実施主体：市 実施地域：全域］ 
 

現  状 
（課題） 

 小学校 21校、中学校 13校のうち、南気仙沼小が津波により使用不能となり気仙沼小に

間借りして授業を行っているほか、鹿折小は 1階が浸水し使用不能、階上小の南校舎は地

震により鉄骨が破断したことにより使用禁止としています。大谷幼稚園の園舎は、津波に

より浸水し使用不可能となり大谷小学校を間借りしています。 

 また、唐桑幼稚園は、地震により基礎が破損陥没していることから使用禁止とし、唐桑

小学校を間借りし授業を行っています。 

事業概要 

 児童生徒の安全・安心な学校教育を確保するため、学校施設（鹿折小他８校）中学校施

設（松岩中他４校）幼稚園施設（津谷幼）を災害復旧事業で実施します。大谷幼稚園及び

唐桑幼稚園については、移転再建する方向で検討します。南気仙沼小学校については、義

務教育環境検討委員会の提言を受けて他の小学校への統合に向けて検討します。 

 併せて、各施設に防災拠点としての機能整備を行います。 
 

実施期間  Ｈ２３年度～Ｈ２５年度 
         

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 

 

取組内容 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財源構成 国・県・市 

区  分  復旧 
 
 
 
 
 

重点事業２ 社会教育施設の復旧・再建 

［実施主体：市 実施地域：気仙沼地域・本吉地域］ 
 

現  状 
（課題） 

 中央公民館、鹿折公民館は津波が２階まで浸水し使用不能となっているほか、小泉公民

館は津波により流出しています。 

 また、図書館については、地震により大きな被害を受けており、一部を閉鎖し使用して

いるほか、ほとんどの社会教育施設が被災していますが、公民館については、避難所等と

して活用するため応急処置を行い使用しています。 

事業概要 

 地域コミュニティの拠点機能を確保するため、躯体に問題のない社会教育施設について

は、早急に補修・改修等を行います。 

 浸水及び流失した３つの公民館については、新たな街区配置等の推移を見ながら施設の

整備を行い機能の確保を図ります。 

 また、早期の復旧・再建を図ることにより、郷土芸能の継承・保存活動、生業と一体化

した地域文化の継承の場を提供し、支援を行います。 

実施期間  Ｈ２３年度～Ｈ２７年度 
         

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 

 

取組内容 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財源構成 国・県・市 

区  分  復旧・復興 

補修・改修 

移転・再建 

防災拠点機能整備 

復旧・補修 

移転新設整備 
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重点事業３ 社会体育施設の整備 

［実施主体：市 実施地域：全域］ 
 

現  状 
（課題） 

 気仙沼市総合体育館のガラス等が破損した他、外構等の地盤が沈下しているほか、大島

みどりのふれあい広場テニスコートのフェンスが津波により崩壊しています。また、野球

場をはじめ、運動広場等については、応急仮設住宅建設用地となっています。 

事業概要 

 地域スポーツの振興を図るため、社会体育施設の破損箇所について早急な補修・改修を

行うとともに、応急仮設住宅建設用地となっている施設については、撤去後、速やかに復

旧工事を行います。 

実施期間  Ｈ２３年度～Ｈ２７年度 
         

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 

 

取組内容 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財源構成 国・県・市・民間等 

区  分  復旧・創造的復興 
 
 
 

仮設住宅及び復旧事業 

多目的運動公園整備等 

復旧・復興事業 
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        ２２２２    学校教育環境学校教育環境学校教育環境学校教育環境のののの整備整備整備整備    

 

  ○ 被災した子どもたちが安心して教育が受けられるよう、経済的に就学困難な児童生徒に対す

る就学援助や奨学基金の充実を図ります。 

  ○ 児童生徒の心のケアにきめ細かく対応するとともに、生きる力を育み、学ぶ意義を実感する

気仙沼ＥＳＤ（持続発展教育）を推進し、教育の再生に取り組みます。 

  ○ 今回の震災の経験を生かし、将来の災害に的確に対応できるよう防災教育を推進します。 

  ○ 学校規模及び適正配置については、震災の状況や義務教育環境検討委員会での審議を踏ま

え、引き続き検討します。 

 

 

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

学校教育環境の整備

学校の適正配置

防災教育の充実

就学・学習支援の充実

集中復興期間以降集中復興期間
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重点事業１ 就学・学習支援の充実 

［実施主体：市 実施地域：全域］ 

現  状 
（課題） 

 震災により、多くの子どもたちが家屋を失い、保護者や親族を亡くすなど、心に 

大きな傷を受けており、就学・学習支援とともに心のケアが必要となっています。 

事業概要 

 被災した児童生徒が安心して就学できる教育環境を整えるために、小・中学生に対する学用
品の支給や給食費の援助、奨学基金の設立などの就学支援を行います。 
 震災による環境の変化に伴う児童・生徒の心のケアに対応するために、スクールカウンセラ
ーを適正に配置したり、将来の夢や希望を与えるドリームティーチャーによる青空教室を実施
したりするなど、心のケアを充実させます。 
 震災の体験から、ESD、生きる力や学ぶことの意義を再確認させ、学習習慣の形成を図るとと
もに、きめ細やかな授業を実施するなどして学力向上対策に取り組むとともに地域コミュニテ
ィを支える人材を育成します。また、様々な支援を得て子どもたちが国内外の文化にふれあう
機会の提供に努めます。 

実施期間  Ｈ２３年度～Ｈ２８年度 
         

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 

 

取組内容 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財源構成 県・市 

区  分  復旧・復興  
 
 
 

重点事業２ 防災教育の充実〔再掲〕 

［実施主体：市 実施地域：全域］ 
 

現  状 
（課題） 

 大震災の記憶が薄れることなく後世に伝える仕組みを築くと共に、子どもたちの自然災

害に対する畏敬の念を育て、学校教育における防災教育の充実を図るために、教職員の防

災・減災意識をさらに高める必要があります。 

 

事業概要 

 教職員の防災・減災意識を高めるために、防災教育講座を定期的に実施します。また、

防災教育主任を計画的に育成し、各小・中学校に配置します。 

 気仙沼市教育研究員制度を活用し、防災マニュアルや防災教育プログラム、防災マップ

の開発・作成を行うとともに、助け合いの精神の醸成を図ります。 

 また、南三陸リアス・ジオプロジェクト、防災アイディアコンクールを実施します。 

実施期間  Ｈ２３年度～Ｈ２８年度 
         

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 

 

取組内容 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財源構成 県・市 

区  分  創造的復興 

 
方策 

検討 

教育活動の充実（就学・学習支援）青空教室 奨学金基金の設立 

学力向上対策 学習時間の確保ときめ細やかな授業の実施 
スクールカウンセラーの配置 

ESD（持続可能な教育）の推進 
コミュニティを支える人づくり 

 

防災講座の実施 防災教育主任の育成 

防災プログラムの検討・防災マップ他の作成 

南三陸ﾘｱｽ・ｼﾞｵﾊﾟｰｸﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ防災ｱｲﾃﾞｨｱｺﾝｸｰﾙの実施 
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重点事業３ 学校の適正配置 

［実施主体：市 実施地域：全域］ 
 

現  状 
（課題） 

 学校の適正規模及び適正配置等については、平成２３年１月に義務教育環境検討委員会

を設置し、検討しています。 

事業概要 

 きめ細やかな教育を推進するため、義務教育環境検討委員会において、①学校規模及び

配置の適正化に関する基本的な考え方②学習・教育環境向上のための具体的な学校配置案

③学校規模・配置の適正化に向けた具体的方策④その他義務教育環境整備に向け必要とな

る諮問事項を検討し平成２４年９月までに答申する予定で協議を行います。但し、震災に

より教育環境が大きく変化した学校は、早急に検討、答申する予定です。 

実施期間  Ｈ２３年度～ 
         

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 

 

取組内容 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財源構成 市 

区  分  復興・創造的復興 
 
 

 

検討 

計画策定 

 

適正配置の推進 

（順次実施） 
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    ３３３３    文化財文化財文化財文化財のののの復元復元復元復元とととと文化施設文化施設文化施設文化施設のののの復旧復旧復旧復旧    

 

  ○ 被災した文化財の保護・活用ができるようＮＰＯをはじめ財団、大学の協力を得、国・県と

連携し、文化財レスキュー事業や文化財復元事業を推進します。 

  ○ 被災した文化施設の早期の復旧に努めるとともに、当該文化施設等を柱とした伝統文化の継

承にも努めます。 

 

 

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

文化財の復元と文化施設の復旧

被災文化財の修理・修復

 文化施設の復旧

集中復興期間以降集中復興期間
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重点事業１ 被災文化財の修理・修復 

［実施主体：市 実施地域：全域］ 
 

現  状 
（課題） 

 震災により、国登録文化財６件をはじめ、市指定文化財８件のほか、未指定の文化財も

大きな被害を受けており、文化財レスキュー事業等の民間ボランティアによる支援が行わ

れています。 

事業概要 

 被災した有形・無形文化財の保護・復元を図るため、ＮＰＯをはじめ、財団、大学研究

室等の協力を得ながら、国・県と連携し、被災した文化財の災害復旧事業を推進し、文化

財の復元を行います。 

実施期間  Ｈ２３年度～Ｈ２７年度 
         

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 

 

取組内容 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財源構成 国・県・市・民間等 

区  分  復旧 
 
 
 
 
 

重点事業２ 文化施設の復旧 

［実施主体：市 実施地域：気仙沼地域・本吉地域］ 
 

現  状 
（課題） 

 震災により、市民会館をはじめ、はまなすホールの施設及び備品等が損傷しているほか、

中央公民館ホールは津波により冠水し、施設・設備が使用不能となっています。 

事業概要 

 地域の文化活動を支援するため、躯体等に問題のない文化施設については、早急に補修

等の復旧を行い、地域文化を学べる場や子どもたちがアートに親しむ場の確保を図ります。

また、中央公民館ホールについては、街区配置の推移を見ながら、移転新築を行います。 

実施期間  Ｈ２３年度～Ｈ３２年度 
         

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 

 

取組内容 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財源構成  国・県・市・民間等 

区  分  復旧・復興 
 

 

レスキュ

ー事業 

 

  文化財災害復旧事業 

 

市民会

館復旧

事業 

耐震補強工事 

設備改修開示 

 
はまなすの館復旧工

事、空調設備工事 

 
市民会館 全館供用・事業実施 

 
はまなすの館 全館供用・事業実施 


